
新生児マニュアルの考え方



新生児期の電話相談のために



新生児の身体的特徴概要

＊呼吸回数が多く、呼吸の調節も慣れない。

肺は体の割に小さく、成長のために酸素を多く使うので、呼吸回
数が大人の2.5倍ぐらい多い。

＊皮下脂肪や筋肉層が薄く、体温調節も未熟

→環境温や体動で体温が変わりやすい。

＊胃は小さく丸いため、吐乳・溢乳しやすい。

＊腸の動きも未熟で、腸壁が薄く腸は拡張してお腹が膨らみやすい。

＊視力は0.02～0.05と低い

＊生体リズムは様々な周期。睡眠は２～3時間毎周期が多い。



新生児の状態と保護者の不安な受け止め方の例

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泣く 

顔色の変化 

飲まない 

量が減った 

不快の表現 

身体的未熟性 

苦しそう・何を訴えているのかわからない 

大きな病気だったら・手遅れにならないか 

日内変動 栄養不足・どうしたらいいかわからない 

脱水にならないか 

吐く・溢乳 胃の容量・形 大きな病気だったら・栄養不足 

脱水にならないか 

保護者の不安な考え方の例 新生児の状態 新生児の生理的特徴 

すぐ起きる 睡眠のリズム 
睡眠不足・昼夜逆転 



週齡に応じて、相談内容が変化



新生児の親：教習所も行かずに公道を走るような不安感かも



新生児の対応の基本方針

＊今を乗り越える

＊病気の場合は重症化しやすい

＊様子を見る場合は、次の授乳
の時に、状態を確認

背景にある保護者の情報（育児行動）を把握し、

日中の小児科受診や育児相談の利用を促す。
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